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県
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
は
結
成
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
九
月
十
五
日
富
山
市
の

大
手
モ
ー
ル
で
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
特
産
品
を
販
売
し
た
。
本
事
業
は
、
同
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
で

五
十
周
年
記
念
事
業
社
会
貢
献
事
業
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
の
復
興
に
少

し
で
も
協
力
し
た
い
と
い
う
趣
旨
か
ら
実
現
し
た
。販
売
品
目
に
つ
い
て
は
、青
年
部
執
行
部
が
八
月
末
に
福
島・

宮
城
・
岩
手
県
ま
で
買
い
付
け
に
行
き
、
富
山
の
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
商
品
を
選
定
し
て
き
た
。

商
工
会
青
年
部・女
性
部
連
合
会
結
成
五
十
周
年
記
念

社
会
貢
献
事
業

東
北
三
県
の
特
産
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

２　都道府県商工会役員セミナー、遼寧省国際交流団
３　青年部・女性部主張発表中部ブロック大会、グル

メランドインおやべ
４　商店街活性化事例、全国展開支援事業
５　中小企業の振興と人材の育成等に関する基本条例
　　経営支援マネージャー認定
６　富山県９月補正予算
７　月刊商工会より
８　とやまシニア人材バンク、中小企業の働く魅力発

信サイト、11 月のイベント

商工
春
秋
先
に
発
表
さ
れ

た
米
ア
ッ
プ
ル

社
の
最
新
携
帯
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
通
称
ス
マ
ホ
）
の
販
売

予
約
台
数
が
過
去
最
高
を
記
録
し

た
そ
う
だ
。
最
近
で
は
携
帯
電
話

購
入
者
の
三
人
に
二
人
が
ス
マ
ホ

を
選
択
し
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は

更
に
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
る
▼

ス
マ
ホ
の
魅
力
は
、
ア
プ
リ
と
呼

ば
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
自
由
に

組
込
む
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
ろ

う
。
好
み
の
機
能
を
追
加
す
る
こ

と
で
利
便
性
は
格
段
に
増
す
。
地

図
情
報
等
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
が
聴

け
た
り
歩
数
計
代
わ
り
に
な
る
も

の
ま
で
、
提
供
数
は
数
十
万
に
も

及
び
、
ア
プ
リ
の
開
発
企
業
も
そ

の
ア
イ
デ
ア
に
凌
ぎ
を
削
っ
て
い

る
▼
そ
う
し
た
中
、
生
活
家
電
に

も
ス
マ
ホ
を
取
り
入
れ
る
動
き
が

あ
る
。
洗
濯
機
で
は
使
う
洗
剤
に

最
適
な
設
定
を
提
示
し
た
り
、
冷

蔵
庫
の
稼
働
状
況
の
管
理
な
ど
が

で
き
る
▼
エ
ア
コ
ン
に
関
し
て

は
、
外
出
先
か
ら
の
電
源
オ
ン
操

作
が
電
気
用
品
安
全
法
に
触
れ
る

た
め
搭
載
で
き
な
い
事
態
に
な
っ

た
。
法
律
の
壁
や
実
用
性
な
ど
ま

だ
ま
だ
課
題
も
多
い
が
、
企
業
等

の
努
力
が
更
に
快
適
な
生
活
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
販
売
当
日
は
青
年
部
女
性
部
員
が
お

揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
、「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
。
東
北
の
特
産
品
は
い

か
が
で
す
か
」
と
来
場
者
に
笑
顔
で

挨
拶
し
商
品
説
明
・
Ｐ
Ｒ
を
し
た
。

　

販
売
し
た
商
品
の
中
で
も
女
性
部

員
の
方
が
試
食
品
を
作
っ
て
き
た
宮

城
県
の
仙
台
麩
は
子
供
か
ら
年
配
の

方
ま
で
好
評
で
あ
っ
た
。
宮
城
県
の

め
か
ぶ
ス
ー
プ
や
岩
手
県
の
南
部
せ

ん
べ
い
、
福
島
県
の
会
津
地
鶏
カ

レ
ー
は
人
気
が
あ
り
、
早
く
に
完
売

し
た
。
来
場
客
の
中
に
は
「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
東
北
の
商
品
を
購
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
東
北
を
応
援
で
き
る

こ
と
は
嬉
し
い
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。

　

本
事
業
で
の
収
益
は
被
災
地
域
に

全
国
連
を
通
じ
て
義
援
金
と
し
て
送

ら
れ
る
。

　
同
時
開
催
の
「
と
や
ま
ま
ち
な
か
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
２
」
は
富
山
国

際
会
議
場
や
城
址
公
園
等
の
富
山
市

中
心
部
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
終
日
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
青
年
部
連
合
会
は
十
月

二
十
一
日
に
宮
城
県
石
巻
か
ほ
く
商

工
会
の
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
。
富
山
県
か
ら
は
八
尾
の
お
わ

がんばれ東北！特産品販売

ら
や
射
水
の
凧
揚
げ
を
披
露
、
入
善

ブ
ラ
ウ
ン
ラ
ー
メ
ン
や
小
矢
部
ホ
ワ

イ
ト
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
、
被
災
地

を
元
気
づ
け
る
事
業
を
実
施
す
る
。
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基調講演する石澤会長

石澤会長と遼寧省政府　程亜軍副主席

商
工
会
の
組
織
基
盤
強
化
と
企
業
支
援

・
産
業
振
興
支
援
に
向
け
た
事
業
強
化

都
道
府
県
商
工
会
連
合
会
役
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
中
小
企
業

庁
事
業
環
境
部
長　

加
藤
洋
一
氏

と
政
治
評
論
家
の
岩
見
隆
夫
氏
を
迎

え
、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
れ
か
ら
の
中
小

企
業
政
策
に
つ
い
て
」、「
激
動
の
時

代
・
日
本
を
考
え
る　

～
今
後
の
政

局
と
日
本
の
行
方
～
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
頂
い
た
。

　

基
調
講
演
の
中
で
石
澤
会
長
は
、

「
支
援
機
関
と
し
て
の
競
争
力
強
化

の
た
め
に
」
と
題
し
て
、
中
小
企
業

支
援
機
関
が
競
争
し
合
う
方
向
は
時

代
の
流
れ
と
認
識
し
て
、
こ
れ
を
機

に
商
工
会
は
中
核
的
支
援
機
関
と
し

て
支
援
能
力
の
一
層
の
強
化
に
よ
り

競
争
に
負
け
な
い
体
質
を
作
る
必
要

が
あ
る
。
経
営
支
援
体
制
強
化
の
た

め
の
課
題
と
し
て
、
組
織
基
盤
と
支

援
事
業
の
強
化
を
図
る
こ
と
、
ま

た
〝
行
き
ま
す
、
聞
き
ま
す
、
提
案

し
ま
す
〟
の
三
ス
テ
ッ
プ
目
の
〝
提

案
し
ま
す
〟
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
括
と
し
て

石
澤
会
長
は
、
組
織
基
盤
強
化
に
関

し
て
は
、
合
併
・
広
域
連
携
等
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
効
果
を
今
一
度
確

認
し
た
い
、
企
業
支
援
・
産
業
振
興

支
援
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
や
商

工
会
・
県
連
・
全
国
連
の
効
果
的
な

連
携
体
制
が
重
要
と
語
っ
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
が
九
月
十
三
日
（
木
）
～
十
四
日
（
金
）、芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
東

京
都
港
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
商
工
会
の
組
織
基
盤

強
化
」
と
「
企
業
支
援
・
産
業
振
興
支
援
に
向
け
た
事
業
強
化
」
の
二
つ
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
連
の
石
澤
会
長
に
よ
る
基
調
講
演
、
山
梨
県
と
三
重
県
に
よ
る
成

功
事
例
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
後
の
商
工
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

石
澤
県
連
会
長
が
中
国
遼
寧
省
を
訪
問

　
九
月
四
日
～
八
日
、
富
山
県
連
石
澤
義
文
会
長
等
が
中
国
遼
寧
省
の
瀋
陽
市
、

本
渓
市
、
遼
陽
市
、
大
連
市
を
訪
問
し
、
技
能
実
習
生
受
入
事
業
協
議
を
行
う
と

と
も
に
、
政
府
表
敬
訪
問
や
開
発
団
地
、
進
出
企
業
の
視
察
等
を
行
っ
た
。

　

遼
寧
省
国
際
交
流
中
心
を
訪
問

し
、
技
能
実
習
生
受
入
事
業
に
つ
い

て
、
日
本
国
内
の
長
引
く
景
気
低
迷
、

高
齢
者
雇
用
促
進
環
境
、
制
度
改
正

な
ど
の
変
化
と
受
入
れ
の
課
題
を
説

明
。
徐
剛
総
経
理
、
李
東
霞
副
総
経

理
か
ら
は
、
遼
寧
省
政
府
機
関
と
し

て
優
秀
な
人
材
を
選
考
し
、
事
前
研

修
も
し
っ
か
り
行
っ
て
送
り
出
し
て

お
り
、
ど
こ
よ
り
も
信
頼
と
実
績
が

あ
る
こ
と
を
強
調
。
今
後
と
も
、
本

事
業
が
維
持
発
展
す
る
よ
う
双
方
が

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
二
年
後
に
友
好
県
省
締
結

三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
遼
寧
省
と
富
山
県
の
特
産
品
を

双
方
で
展
示
販
売
し
交
流
を
深
め
る

構
想
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

つ
い
で
、
遼
寧
省
政
府
を
表
敬
し

程
亜
軍
副
主
席
と
懇
談
。
友
好
交
流

の
積
み
重
ね
の
継
続
の
力
を
互
い
に

高
く
評
価
し
、
一
層
の
充
実
を
誓
い

合
っ
た
。

　

ま
た
、
本
渓
市
で
は
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
本
渓
医
薬
バ
イ
オ
パ
ー

ク
」
の
開
発
現
場
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
遼
陽
市
で
は
、
特
色
あ
る
教

育
を
展
開
し
て
い
る
首
山
鎮
小
学
校

を
訪
問
し
、
児
童
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

寸
劇
披
露
に
よ
る
熱
烈
歓
迎
を
受
け

た
。
さ
ら
に
大
連
市
で
は
、
神
戸
市

に
本
社
を
置
く
㈱
帝
国
電
機
製
作
所

の
全
額
出
資
会
社
「
大
連
帝
国
キ
ャ

ン
ド
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
有
限
公
司
」

を
視
察
。
一
九
九
四
年
の
進
出
時
か

ら
、
中
国
市
場
に
製
品
供
給
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
、
売
上
額
は

五
十
倍
に
な
る
な
ど
、中
国
で
の
ニ
ッ

チ
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
急
成
長
し
、

当
地
の
経
済
発
展
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
池
田
専
務
理
事
が
同
行
し
た
。
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小矢部市商工会青年部
中島敬仁さん

津沢あん・うどんの店にも行列が

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

九
月
十
三
日
に
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年

度
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
富

山
県
代
表
の
小
矢
部
市
商
工
会
青

年
部
の
中
島
敬
仁
さ
ん
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。
中
島
さ
ん
は
、

家
業
で
あ
る
保
険
業
を
引
き
継
ご

う
と
決
め
た
時
の
思
い
や
、
同
じ

悩
み
や
不
安
を
持
つ
青
年
部
員
が
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
積
極
的

に
活
動
す
る
こ
と
に
啓
発
さ
れ
た

こ
と
を
発
表
。

　

中
島
さ
ん
は
平
成
二
十
五
年
二

月
六
日
に
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

　

当
日
は
、
中
部
五
県
の
女
性

部
連
合
会
の
部
員
約
二
三
〇
名

が
参
加
し
た
。
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
は
、
富
山
県
代
表
の
蛯
谷
雅

美
さ
ん
（
富
山
市
北
）
が
出
場

し
、
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て

の
テ
ー
マ
で
発
表
。
優
良
賞
に

選
出
さ
れ
た
。
最
優
秀
賞
に
は

石
川
県
代
表
（
穴
水
町
商
工
会

女
性
部
）
の
舞
谷
裕
美
さ
ん
が

選
ば
れ
、
十
月
十
六
日
に
京
都

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
。

　

ま
た
、「〝
小
さ
な
企
業
〟
の

採
る
べ
き
戦
略
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
株
式
会
社
宮
本
酒
造
店

代
表
取
締
役
宮
本
周
司
氏
（
全

青
連
前
会
長
、
石
川
県
青
連
元

会
長
）
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
。

多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp
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商
工
会
青
年
部
主
張
発
表

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

最
優
秀
賞
に

小
矢
部
の
中
島
さ
ん

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

九
月
八
日
（
土
）、
九
日
（
日
）

の
両
日
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
小
矢
部
に
お

い
て
「
と
や
ま
グ
ル
メ
ラ
ン
ド
ｉ
ｎ

お
や
べ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
小
矢
部

市
商
工
会
と
し
て
「
平
成
二
十
三
年

度
商
店
街
フ
ァ
ミ
リ
ー
わ
く
わ
く
元

気
支
援
事
業
」
で
取
り
組
み
津
沢
地

区
の
新
し
い
名
物
と
し
て
開
発
さ
れ

た
「
津
沢
あ
ん・う
ど
ん
」（
注・シ
ョ

ウ
ガ
風
味
の
あ
ん
か
け
ス
ー
プ
が
特

徴
）
も
出
展
し
た
。
当
商
品
の
だ
し

は
、
地
区
伝
統
の
「
津
沢
夜
高
あ
ん

ど
ん
祭
り
」
の
「
あ
ん
ど
ん
」
に
引
っ

掛
け
た
「
あ
ん
か
け
」
が
ベ
ー
ス
だ
。

　

津
沢
商
工
同
友
会
（
小
幡
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
り
、
の

ぼ
り
旗
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
新
調
し
「
津

沢
あ
ん
・
う
ど
ん
」
の
知
名
度
ア
ッ

プ
の
た
め
に
暑
さ
の
中
、
腕
を
振

る
っ
た
。
用
意
し
た
食
材
は
完
売

し
、
メ
ン
バ
ー
の
顔
に
は
達
成
感
が

み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
今
回
出
展
し

て
驚
い
た
の
は
、
暑
さ
に
も
め
げ

ず
に
百
ｍ
以
上
の
列
に
並
ん
で
ま

で
も
人
気
店
の
メ
ニ
ュ
ー
を
食
し

た
い
と
い
う
人
間
の
強
い
本
性
で

あ
る
。「
あ
ん
・
う
ど
ん
」
も
早
く

そ
の
域
に
達
し
て
、
地
元
飲
食
店

と
連
携
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
育

て
将
来
的
に
は
Ｂ
級
グ
ラ
ン
プ
リ

に
出
展
す
る
意
気
込
み
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
関
係
者
は
語
る
。

　

そ
の
他
、
当
商
工
会
地
域
か
ら
は

青
年
部
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
や
同

市
菓
子
組
合
、
ま
す
の
寿
し
、
く
り

か
ら
ハ
ー
ブ
親
鶏
な
ど
が
出
展
し
た
。

　

出
展
数
は
、
県
内
外
か
ら
三
十
二

団
体
が
参
加
し
、
中
に
は
全
国
的
に

名
前
の
知
れ
た
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

の
お
店
も
出
展
す
る
な
ど
二
日
間
で

延
約
六
万
人
の
来
場
客
で
賑
わ
い
、

思
い
思
い
に
グ
ル
メ
を
満
喫
し
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女

性
部
連
合
会
交
流
研
修
会
が

九
月
三
日
に
石
川
県
、
山
中

温
泉
翠
明
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 24 年 10 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.448

4

立山山麓の地域資源調査

さんちょんぴん蔵

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　総務課
（TEL076-441-2716）

　

高
岡
市
福
岡
町
中
心
部
で
は
、
空

き
店
舗
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
た

店
が
目
立
つ
。
そ
ん
な
中
で
土
蔵
を

改
装
し
た
「
さ
ん
ち
ょ
ん
ぴ
ん
蔵
」

が
地
域
住
民
交
流
の
場
・
全
国
の
特

産
品
販
売
を
扱
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
地
域
住
民
に
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　
さ
ん
ち
ょ
ん
ぴ
ん
蔵
は
平
成
二
十
二

年
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
当
初
は

地
元
産
品
を
中
心
に
販
売
し
て
い
た

が
、
東
日
本
大
震
災
後
は
東
北
応
援

セ
ー
ル
と
し
て
福
島
・
宮
城
・
岩
手

県
を
中
心
と
し
た
特
産
品
を
仕
入
れ

て
店
頭
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
外
か

ら
の
お
客
か
ら
人
気
を
集
め
て
き
た
。

　

今
年
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
の
特
産
品
を
模
索
し
、
地
域
限
定

特
産
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
魅
力
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
更
に
福
岡
つ
く

り
も
ん
ま
つ
り
に
県
内
外
か
ら
の
集

客
向
け
の
特
産
・
お
土
産
商
品
や
、

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
賞
品
等
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
取
り

入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
月
サ
ロ
ン
を
利
用
し
た

落
語
寄
席
や
津
軽
三
味
線
、
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
地
域
住
民
に
交
流
の
場
を

提
供
し
て
い
る
。

　

七
月
末
に
は
商
工
会
商
店
街
活
性

化
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
地
域
住

民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
く
お
か
七

夕
ま
つ
り
」
を
開
催
。
福
岡
地
区
全

体
へ
の
呼
び
か
け
と
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生

ま
で
幅
広
い
世
代
の
協
力
に
よ
る
七

夕
を
製
作
し
た
。「
さ
ん
ち
ょ
ん
ぴ

ん
蔵
」
を
核
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
り
、
地
元
商
店
の
魅
力
商
品
や
、

当
蔵
の
特
産
商
品
を
地
域
住
民
に
提

供
す
る
こ
と
で
街
の
賑
わ
い
を
創
出

し
て
い
る
。

全
国
展
開
支
援
事
業（
調
査
研
究
事
業
）取
り
組
み
状
況

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
立
山
山
麓

地
域
に
お
け
る
地
域
資
源
「
立
山
山

麓
セ
ラ
ピ
ー
基
地
認
定
」
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
三
つ
の
天

然
温
泉
（
亀
谷
温
泉
、
立
山
山
麓
温

泉
、
あ
わ
す
の
温
泉
）
な
ど
の
観
光

資
源
に
対
し
、
参
画
事
業
者
（
立
山

山
麓
観
光
旅
館
組
合
）
が
「
こ
こ
ら

し
さ
の
食
」
や
「
お
土
産
品
」
な
ど

の
試
作
品
開
発
に
よ
る
「
地
産
食
の

強
化
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
「
ス
キ
ー
場
近
隣
宿
泊
施
設

の
イ
メ
ー
ジ
」
か
ら
「
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
対
応
着
地
型
観
光
」
を
目
指
し

た
全
国
展
開
と
位
置
付
け
、
調
査
研

究
を
行
う
。
ま
た
、
到
来
す
る
北
陸

新
幹
線
開
通
に
向
け
て
来
県
観
光
地

と
し
て
も
視
野
に
入
れ
、
全
国
展
開

市
場
に
進
出
す
る
こ
と
を
想
定
と
し

た
情
報
発
信
力
強
化
調
査
事
業
も
並

行
し
な
が
ら
遂
行
す
る
。

　
「
こ
こ
ら
し
さ
食
」と「
伝
え
る
力
」

と
「
観
光
資
源
」
が
絡
む
こ
と
で
、

商
工
会
、
地
域
関
係
機
関
や
参
画
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
た
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
＝
「
五
感
の
、
立
山
山
麓
」
を
、

ど
の
よ
う
に
顧
客
に
伝
え
、
集
客
に

導
く
か
を
探
っ
て
い
く
。

　

富
山
市
南
商
工
会
大
山
支
部
で
は
、
本
年
度 

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
小
規
模

事
業
者
地
域
力
活
用
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業（
調
査
事
業
）の
採
択
を
受
け
、

八
月
八
日
（
水
）
大
山
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
委
員
会
設
置
規
程

よ
り
委
嘱
承
諾
さ
れ
た
委
員
総
勢
三
十
三
名
の
出
席
の
も
と
「
第
一
回
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」
を
開
催
し
、
補
助
事
業
申
請
へ
の
経
緯
、
事
業
目
的
や
概
要
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
当
調
査
事
業
は
来
年
度
、

本
体
事
業
へ
と
繋
げ
る
方
針
で
あ
る
。

富
山
市
南
商
工
会（
大
山
支
部
）

新
ジ
ャ
ン
ル
の
来
訪
者
獲
得
に
向
け
た

調
査
研
究
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
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中
小
企
業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条
例

中
小
企
業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条
例

中
小
企
業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条
例

中小企業に関する団体、
地域金融機関の役割

◆中小企業の経営の向上・
改善への積極的な支援
◆支援人材の育成

研究機関・教育機関の役割
◆研究開発成果の普及、技術
支援、教育活動などによる
協力

中小企業者の努力
◆自主的な経営の向上・改善
◆地域社会への貢献

大企業者の役割
◆中小企業者が供給する
製品・サービスの活用
等を通じた活力ある地
域社会の形成への貢献

県民の理解と協力

◆中小企業振興の重要
性に対する理解
◆活力ある地域社会の
形成への協力

県の責務

◆総合的な施策の推進
◆関係機関等との連携
◆小規模企業者への配慮

１．技術の高度化、商品及びサービスの高付加価値化等による競争力の強化

２．成長発展が期待される新たな産業の創出等

３．販路の開拓に関する事業環境の整備

４．経営の安定及び経営基盤の強化

５．商業及びサービス業の振興、まちづくり等による地域の活性化

６．産業の発展を担う人材の育成

７．雇用の機会の確保と雇用環境の整備

【問い合わせ先】　富山県商工労働部経営支援課　創業・ベンチャー係　 ℡076-444-3252（直通）
26日本会議にて可決

　

本
条
例
は
、施
策
の
推
進
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
る
県
の
責
務
の
ほ

か
、地
域
社
会
を
構
成
す
る
中
小
企

業
に
関
す
る
団
体
、地
域
金
融
機
関
、

研
究
機
関
、教
育
機
関
、大
企
業
、県

　

頑
張
る
中
小
企
業
を
地
域
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、中
小
企
業
の
振
興
と
人
材

の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条
例
が
、二
十
六
日
に
県
議
会
に
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

●本県産業の現状や特性、
経済情勢に応じた施策を
総合的・計画的に推進す
るため、県の取り組む
施策の方向性を７つの
基本事項として整理し
ています。

●中小企業、関係団体、
県民等の幅広い意見
を施策に反映するた
め、新たに学識経験者
や県民代表等を含め
た県民会議を設置し
ます。

●中小企業の振興と人
材の育成等に対する
気運の醸成を図るた
め、顕著な功績のあっ
たもの又は優良な事
例に対する顕彰制度
を創設します。

中小企業の振興と人材の育成等に関する基本条例の概要

民
の
役
割
等
を
定
め
、基
本
理
念
の
も

と
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
中
小
企

業
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。条
例
の
主
な
概
要

は
、左
記
の
通
り
で
す
。

商工会の会員および従業員のための
全国商工会経営者休業補償制度

平成 24 年 9 月現在

引受保険会社：㈱損害保険ジャパン

G 就業中・業務外・国内外を問わず、病気・ケガによる月々の
　 所得を補償する制度です。

G 保険料は、36% の割引 が適用されます。

G 最長 1 年間の長期補償です。

G 自宅療養も補償いたします。
　　※医師の指示による自宅安静療養をさします。
　　※「奥様安心プラン」「入院初期費用特約」は対象外です。

全
国
連
認
定
経
営
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

県
内
よ
り
４
名
が
認
定
＊
＊
＊

　

全
国
連
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の

経
営
力
向
上
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
観
点

か
ら
、
一
定
の
研
修
や
試
験
、
論

文
審
査
等
を
修
了
し
た
職
員
を
「
経

営
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
認

定
す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

本
年
度
七
月
期
に
お
い
て
県
内

か
ら
は
、
四
名
の
経
営
指
導
員
が

経
営
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
認
定
さ

れ
た
。

　

今
後
、
小
規
模
事
業
者
の
高
度

化
す
る
経
営
課
題
に
対
し
て
、
経

営
革
新
や
経
営
改
善
計
画
の
立
案

等
、
実
現
性
及
び
持
続
可
能
性
の

高
い
指
導
・
提
案
が
期
待
さ
れ
る
。

【
認
定
者
】

　

武
部
賢
昭
（
射
水
市
商
工
会
）

　

小
幡
知
之
（
小
矢
部
市
商
工
会
）

　

橋
本
親
志
（
庄
川
町
商
工
会
）

　

水
本　

積
（
南
砺
市
商
工
会
）

シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
を
要
請

　

県
と
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
、
富
山
労
働
局
は
八
月

二
十
九
日
、
当
連
合
会
を
訪
れ
、
シ

ル
バ
ー
人
材
の
一
層
の
活
用
な
ど
を

要
請
し
た
。
柴
県
商
工
労
働
部
次
長

と
中
田
俊
充
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
長
、
山
元
富
山
労
働
局

高
齢
者
対
策
担
当
官
か
ら
要
望
書
を

受
け
取
っ
た
。

　
「
事
業
仕
分
け
に
よ
る
補
助
金

カ
ッ
ト
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
受
注
拡
大
が
必
須
」
な
ど
と
求

め
る
と
、
池
田
進
専
務
理
事
は
「
い

つ
ま
で
も
働
け
、
住
み
よ
い
地
域
に

な
る
よ
う
協
力
し
た
い
」
と
答
え
た
。
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県の９月補正予算が編成されました。そのうち、主な商工関係予算についての概要は以下のとおりです。

北陸新幹線開業に向けた取組み

中小企業振興対策

緊急経営改善資金（借換資金）の拡充　追加融資枠50億円（４倍協調）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜預託額　1,250,000千円＞
＊金融円滑化法終了を見据え、中小企業の資金繰りに万全を期すため融資枠を増枠

中小企業支援ファンド（仮称）の造成　3,000,000千円
＊中小企業が行う研究開発や新分野進出等を支援する基金を県内金融機関と提携して造成

新

産業の活性化

富山県ビジネスサポートデスクの設置（バンコク・台北）　6,000千円
＊タイ・台湾における販路開拓など、中小企業の海外ビジネスの展開を支援

新

中小企業の振興と人材の育成等に関する普及啓発事業　3,000千円
＊基本条例制定後に行われる県民向けのシンポジウム等の普及啓発や県民会議を開催

新

商業・サービス業活性化資金「新幹線開業対策枠」の創設と「観光旅館施設整備枠」の
利率引下げ融資枠3億円（2.5倍協調）　　　　　　　 ＜預託額　120,000千円＞
＊北陸新幹線開業効果を全県的に普及させるため金融面から支援

新

再生可能エネルギー利用促進資金の創設　融資枠３億円（2.5倍協調）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜預託額　120,000千円＞
＊再生可能エネルギーを活用した発電事業の事業化を金融面から支援

新

中小企業金融対策

北陸新幹線ビジネス活用・企業立地促進PRの実施　2,000千円
＊北陸新幹線の認知度の向上や富山県の立地環境のイメージアップを図るためＰＲを実施

新

まちの逸品チャレンジ支援事業【緊急雇用創出基金事業】　4,500千円
＊県内のお土産業界全体の商品力アップを図るため、今年度実施中のまちの逸品ブラッシュアップ事業で
一定の評価を得た商品を対象に、希望に応じ、アドバイザーを派遣

新

外国人観光客おもてなし研修等の実施【緊急雇用創出基金事業】　6,000千円
＊今後増加が見込まれる外国人観光客・ビジネス客を商店街等に取り込むため、実践的な研修の開催等や
まち歩きマップ（外国語版）を作成・配布

新

拡

グローバル人材育成講座　オーダーメイド型「台湾編」の開催　1,000千円
＊今後活発化が見込まれる県内企業の台湾へのビジネス展開等を人材育成の面から支援

拡

県の９月補正予算平成24年度 （商工関係）
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成
。
施
設
間
を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
な

ど
を
創
設
し
て
、
さ
ら
な
る
誘
客
に

力
を
注
ぐ
。

カ
キ
殻
を
活
用
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
す

呉
広
域
商
工
会
青
年
部
（
広
島
県
）

　

当
商
工
会
青
年
部
は
、
呉
市
の
資

源
で
あ
る
カ
キ
殻
に
付
加
価
値
を
つ

け
て
商
品
化
し
よ
う
と
、
カ
キ
殻
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。
管
内
地
区
は
沿
岸
、
島
地
区

と
い
う
地
理
に
あ
り
、
海
の
幸
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
高
齢
者
や
子

供
を
対
象
と
し
た
環
境
志
向
、
健
康

志
向
の
商
品
開
発
に
よ
っ
て
、
全
国

十
五
万
人
以
上
の
都
市
で
高
齢
化
率

第
一
位
の
呉
市
へ
の
、
カ
ル
シ
ウ
ム

た
っ
ぷ
り
の
ま
さ
に
骨
太
の
食
育
貢

献
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

今
年
か
ら
は
、
県
が
宝
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
「
カ
キ
」「
レ
モ
ン
」「
清

酒
」
を
組
み
合
わ
せ
て
付
加
価
値
を

付
け
て
商
品
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
始
め
て
お
り
、
レ
モ
ン
パ
ウ
ダ
ー

入
り
の
「
瀬
戸
の
カ
キ
塩
」
も
そ
の

一
環
。
今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

受
け
皿
と
し
て
の
青
年
部
出
資
に
よ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
会
社
組
織
へ
の
出

総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

経
営
改
善
支
援
で
マ
ル

経
融
資
を
推
進

添
田
町
商
工
会
（
福
岡
県
）

　

当
商
工
会
（
中
園
博
文
会
長
）
は
、

会
員
企
業
の
経
営
改
善
支
援
の
一
環

と
し
て
、
マ
ル
経
融
資
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
る
。
経
営
指
導
員

が
巡
回
訪
問
を
通
じ
て
会
員
企
業
の

金
融
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

毎
年
二
十
件
前
後
、
貸
付
金
額
で

一
億
円
前
後
マ
ル
経
融
資
の
取
り
扱

い
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
融
資
制
度

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
商

工
会
に
対
す
る
会
員
の
信
頼
が
高
ま

り
、
組
織
率
の
高
さ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
経
営
指
導
員
は
、
事
故
率

を
減
ら
す
た
め
、
融
資
先
事
業
所
を

巡
回
訪
問
し
経
営
状
況
を
定
点
観
測

を
行
う
と
共
に
、
売
上
実
績
や
業
務

の
効
率
化
を
促
し
経
営
の
安
定
化
を

推
進
し
て
い
る
。

　
「
マ
ル
経
融
資
は
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い
制
度
な

の
で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
小
規

模
企
業
の
資
金
調
達
を
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
中
園
会
長
は
、
マ
ル
経

融
資
を
通
じ
た
小
規
模
企
業
の
経
営

改
善
に
意
欲
を
見
せ
る
。

廃
止
路
線
を
活
用
し
て
運
転
体

験
が
で
き
る
観
光
鉄
道
に
！

陸
別
町
商
工
会
（
北
海
道
）

　

平
成
二
十
年
四
月
、
北
海
道
十
勝

管
内
位
置
す
る
陸
別
町
に
、
廃
線
に

な
っ
た
鉄
道
を
活
用
し
て
運
転
体
験

が
で
き
る
観
光
鉄
道
「
ふ
る
さ
と
銀

河
線
り
く
べ
つ
鉄
道
」
が
お
目
見
え

し
た
。
陸
別
町
商
工
会
が
主
体
と
な

り
、
町
と
連
携
し
運
営
し
て
い
る
。

「
気
動
車
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
）
を

運
転
体
験
で
き
る
の
は
日
本
唯
一
り

く
べ
つ
鉄
道
だ
け
」（
杉
本
武
勝
事

務
局
長
）
の
た
め
、
貴
重
な
運
転
体

験
を
目
当
て
に
、
鉄
道
フ
ァ
ン
を
は

じ
め
日
本
全
国
か
ら
毎
年
約
五
千
人

が
訪
れ
る
。
運
転
体
験
で
は
、
運
転

士
を
リ
タ
イ
ア
し
た
人
材
が
、
指
導

運
転
士
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

開
業
五
年
、
毎
年
黒
字
決
算
を
続

け
て
お
り
、
新
コ
ー
ス
の
整
備
や

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
施
設
運
営
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
か
ら
は
、
滞
在
型
観
光
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
一
泊
二
日
・
二
食

付
き
の
プ
ラ
ン
を
用
意
。
駅
舎
の
二

階
部
分
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
、
二

日
目
に
銀
河
コ
ー
ス
を
体
験
。
運
営

に
は
、
商
工
会
役
職
員
、
青
年
部
員
、

女
性
部
員
ら
が
手
弁
当
で
協
力
し
て

き
た
。
ま
た
、
鉄
道
フ
ァ
ン
ら
が
結

成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
り
く

べ
つ
鉄
道
運
行
支
援
部
」
に
よ
る
協

力
も
大
き
い
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

比
率
を
少
し
ず
つ
下
げ
て
い
る
。
き

ち
ん
と
費
用
を
払
っ
て
地
域
雇
用
に

結
び
つ
け
た
い
」
と
㈲
銀
河
の
森
の

山
本
周
二
社
長
は
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
る
。

　

商
工
会
で
は
、
北
海
道
内
の
鉄
道

遺
産
九
施
設
と
連
携
し
て
、「
北
海

道
鉄
道
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結

今年、踏切を越えて駅構外に延伸開通した。
車両は銀河鉄道９９９が描かれた「黄メーテル号」

口
戦
略
、
青
年
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
販
路
拡
大
や
情
報
発
信

に
加
え
、
東
京
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
Ｔ
Ａ
Ｕ（
タ

ウ
）」
へ
の
出
展
を
視
野
に
、〝
地
産

外
商
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組
む
。

出
前
商
店
街
で
買
い
物

弱
者
支
援

に
か
ほ
市
商
工
会
（
秋
田
県
）

　

当
商
工
会
は
「
お
ら
ほ
の
ふ
れ
あ

い
べ
ん
り
市　

に
か
ほ
出
前
商
店

街
」
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
出
前

商
店
街
の
開
催
頻
度
は
一
カ
月
に
二

回
程
度
。
会
場
は
地
域
の
自
治
会
館

な
ど
公
共
施
設
を
借
り
て
実
施
。
毎

回
十
五
店
舗
ほ
ど
が
出
店
し
て
お

り
、
業
種
も
衣
料
品
、
雑
貨
、
生
鮮

食
料
品
（
移
動
販
売
車
）、
種
苗
な

ど
の
小
売
の
ほ
か
、
食
堂
、
惣
菜
、

美
容
、
エ
ス
テ
や
建
築
業
者
に
よ
る

包
丁
研
ぎ
、
廃
食
用
油
の
回
収
（
環

境
・
エ
コ
活
動
）
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
会
場
内
に
は
お
茶
や

お
菓
子
を
準
備
し
た
「
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け
て
あ
り
、
来
場

者
が
気
楽
に
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選

会
や
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
し
か
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム

行
動
す
る
青
年
部
・
女
性
部

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
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いなみ物産フェア2012
（同時開催 ： 木彫りの天神様展）

第9回南砺菊まつり

ふくおか産業フェスティバル

ふれあい青空市「やまだの案山子」

第4回富山市北商工会
－水橋・和合・呉羽の四季－写真展（内山邸）

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

第7回射水市農業産業まつり

秋の収穫感謝祭

庄川ゆずまつり

つくりもん朝市（高岡市福岡町）

市姫さんど・イルミネ－ション点灯式

相倉合掌集落ライトアップ

八尾ゆめの森収穫祭

紅葉まつり

第２7回福野のごっつぉ里いもまつり

１１／2（金）～4（日）

１１／３（祝）～１1（日）

１１／３（祝）

１１月　土曜・日曜・祝日

１１／9（金）～11（日）
　　　　　　　　  他

１１／１0（土）

１１／10（土）・２4（土）

１１／１0（土）～１1（日）

１１／１1（日）

１１／１7（土）～１8（日）

11／18（日）

１１／18（日）

１１／22（木）～２5（日）

１１／２３（祝）

１１／２３（祝）

１１／２３（祝）

南砺市商工会井波事務所

南砺市福野行政センタ－

高岡市商工会福岡支所

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

富山市北商工会

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

射水市商工会

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

庄川ゆずまつり実行委員会

高岡市商工会福岡支所

上市町商工会

五箇山観光総合案内所

八尾ゆめの森収穫祭実行委員会

朝日町商工会

南砺市商工会福野事務所

0763-82-0184

0763-22-1100

0766-64-3088

076-457-2333

076-435-5588

076-455-3181

076-454-5138

0766-55-0072

076-457-2333

0763-33-1111

0766-64-3088

076-472-0716

0763-66-2468

076-454-3330

0765-83-2280

0763-22-2536

イベント名 開 催 日 お問合せ先

11月月各地の

とやまシニア専門人材バンク
　専門的な知識や技術等を有し、就労意欲がある
高齢者（概ね55歳以上の方）の就職と専門人材を求める県内企業の
人材確保を支援するため、平成24年10月1日に「とやまシニア専門
人材バンク」をとやま自遊館２階に開設しました。

とやまシニア専門人材バンク
〒930-0805
富山市湊入船町9番1号（とやま自遊館２階）
月曜日～金曜日　9:00～17:00
※祝日、年末年始は除く

076-444-4289　　　　　　076-444-0117

とやまシニア専門人材バンク・ウェブサイト
http://senior-bank.pref.toyama.lg.jp
・インターネット上で専門人材・企業の登録・検索・詳細情報の閲覧が可能 
・登録者には、メール等で情報提供 
・イベント等の情報を随時お知らせ 

富山県商工労働部労働雇用課（電話：076-444-4558）

富山県 中小企業の
働く魅力発信サイト
富山県 中小企業の
働く魅力発信サイト
富山県 中小企業の
働く魅力発信サイト

　県では、学生と中小企業との雇用のミスマッチ解消
に向け、学生に県内中小企業の特徴やＰＲポイントを伝
えるウェブサイト「富山県 中小企業の働く魅力発信サ
イト」を公開しています。
　自社の魅力を学生にＰＲする場として是非ご活用い
ただきたいと考えていますので、掲載を希望される中
小企業の方は、下記の問合せ先までご連絡ください。

❶ウェブサイトの名称
　富山県 中小企業の働く魅力発信サイト「ちゅ～なび」

❷ウェブサイトのＵＲＬ
　http://www.chu-navi-toyama.jp/

❸内　容
　・中小企業で働く魅力の紹介
　・表彰企業の紹介（「富山県ものづくり大賞受賞企業」等）
　・県内中小企業の紹介

❹問合せ先
　富山県商工労働部労働雇用課
　ＴＥＬ：（０７６）４４４－８８９７  ＦＡＸ：（０７６）４４４－４４０５

● 提供サービス内容
・専門人材や採用予定企業の情報をバンクに登録し、窓口やイン
ターネット上でその情報を提供します。
・ハローワークの求人求職システムにより、求人情報の提供、職業
相談、職業紹介までを総合的に支援します。 
・登録企業に対して、高齢者人材活用のアドバイスや個別相談を
行います。 
※サービスをご利用いただくには、バンクへの登録が必要となります。

を開設しました！！

開設時間

電話番号 ＦＡＸ番号

住 所

名 称

シニアバンク

材バンク
を求める県内企業の
オープン！オープン！


